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院　院内がん登録 2008 － 2009 年 5 年生存率集
計報告書 8）（以下，生存率集計）も同じく発表
されており，その集計定義に沿った当院の






























































　用語は，紀要第 14 巻 6）に記した方法と同一
であるため，省略した．
Ⅱ－ 2 － 1）生存率集計：対象と集計定義
　前回報告 6）と同様に，生存率集計 8）では，
UICC　TNM 病期分類第 6 版 9）の総合ステー
ジ（以下 6 版総合ステージ）を用い，対象年齢
は 0 歳から 99 歳とし，総合ステージ 0 期の上
皮内癌は集計から明確に除外し，１腫瘍１登録
としており同様に集計した．集計対象年は








ら 5 年後（例：2009 年症例は 2014 年 12 月末日）
に設定した．
Ⅱ－ 2 － 3）生存率集計：集計項目


















Ⅱ－ 2 － 4）生存率集計：生存率算出方法























Ⅲ－ 1 － 1）部位別，年齢別，性別について（表
1，図 1，表 2，図 2）
　当院の全登録数（表 1）は 941 件で，集計登

















総数 男性 女性 総数 男性 女性 総数
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
941 479 462 907 457 450 938,193 
口腔・咽頭 9 1.0% 3 0.6% 6 1.3% 9 1.0% 3 0.7% 6 1.3% 24,300 2.6%
食道 16 1.7% 14 2.9% 2 0.4% 13 1.4% 12 2.6% 1 0.2% 27,400 2.9%
胃 97 10.3% 62 12.9% 35 7.6% 95 10.5% 62 13.6% 33 7.3% 102,667 10.9%
結腸　 118 12.5% 59 12.3% 59 12.8% 116 12.8% 58 12.7% 58 12.9% 96,480 10.3%
直腸 67 7.1% 42 8.8% 25 5.4% 66 7.3% 41 9.0% 25 5.6% 47,077 5.0%
大腸（結腸 + 直腸） 185 19.7% 101 21.1% 84 18.2% 182 20.1% 99 21.7% 83 18.4% 143,557 15.3%
肝臓 23 2.4% 15 3.1% 8 1.7% 23 2.5% 15 3.3% 8 1.8% 30,946 3.3%
胆嚢・胆管 14 1.5% 7 1.5% 7 1.6% 14 1.5% 7 1.5% 7 1.6% 16,929 1.8%
膵臓 26 2.8% 11 2.3% 15 3.2% 26 2.9% 11 2.4% 15 3.3% 32,042 3.4%
喉頭 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 5,815 0.6%
肺 99 10.5% 72 15.0% 27 5.8% 96 10.6% 69 15.1% 27 6.0% 106,517 11.4%
骨・軟部 1 0.1% 0 0.0% 1 0.2% 1 0.1% 0 0.0% 1 0.2% 4,394 0.5%
皮膚（黒色腫含む） 15 1.6% 6 1.3% 9 1.9% 14 1.5% 6 1.3% 8 1.8% 28,131 3.0%
乳房 79 8.4% 0 0.0% 79 17.1% 78 8.6% 0 0.0% 78 17.3% 97,152 10.4%
子宮頚部 44 4.7% 0 0.0% 44 9.6% 43 4.8% 0 0.0% 43 9.6% 32,967 3.5%
子宮体部 18 1.9% 0 0.0% 18 3.9% 18 2.0% 0 0.0% 18 4.0% 16,172 1.7%
子宮 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 68 0.0%
卵巣（境界悪性除く） 19 2.0% 0 0.0% 19 4.1% 19 2.1% 0 0.0% 19 4.2% 9,752 1.0%
卵巣腫瘍性疾患の 
境界悪性腫瘍 3 0.3% 0 0.0% 3 0.6% 3 0.3% 0 0.0% 3 0.7% 2,245 0.2%
前立腺 62 6.6% 62 13.0% 0 0.0% 56 6.2% 56 12.3% 0 0.0% 72,262 7.7%
膀胱 23 2.4% 20 4.2% 3 0.6% 21 2.3% 18 3.9% 3 0.7% 33,742 3.6%
腎・他の尿路 17 1.8% 11 2.3% 6 1.3% 17 1.9% 11 2.4% 6 1.3% 26,625 2.8%
脳・中枢神経系 25 2.7% 11 2.3% 14 3.1% 22 2.4% 10 2.2% 12 2.7% 21,064 2.2%
甲状腺 3 0.3% 1 0.2% 2 0.4% 3 0.3% 1 0.2% 2 0.4% 14,118 1.5%
悪性リンパ腫 66 7.0% 26 5.4% 40 8.7% 60 6.6% 23 5.0% 37 8.2% 32,244 3.4%
多発性骨髄腫 17 1.8% 13 2.7% 4 0.9% 17 1.9% 13 2.8% 4 0.9% 6,451 0.7%
白血病 44 4.7% 23 4.8% 21 4.5% 43 4.7% 22 4.8% 21 4.7% 12,010 1.3%
他の造血器腫瘍 26 2.8% 16 3.3% 10 2.2% 26 2.9% 16 3.5% 10 2.2% 11,327 1.2%
その他 10 1.1% 5 1.1% 5 1.1% 8 0.9% 3 0.7% 5 1.1% 27,296 2.9%
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表２　年齢階層別男女別件数（集計登録数）
10 ポイントをこえ，65 歳から 69 歳の年齢で，
17.5％と最大値を示し，70 歳から 74 歳の年齢
が 13.8％，75 歳から 79 歳の年齢が 12.3％，80
歳から 84 歳の年齢が 11.7％と 10％を超えてい
た．男女別にみると，男性では 65 歳から 69 歳
の年齢が 20.8％と 20％を超え，70 歳から 74 歳
の 年 齢 が 17.1 ％，75 歳 か ら 79 歳 の 年 齢 が
14.0％，80 歳から 84 歳の年齢が 13.3％，60 歳
から 64 歳の年齢が 10.9％を示し 65 歳から 69
歳の占める割合の高値が顕著であった．女性で
は今回初めて 55 歳から 59 歳の年齢から 10.4％
と 10％超えを示し，最代値が男性と同じ年代
の 65 歳から 69 歳の年齢で 14.2％であったが，
男性の割合とは異なり，他の 60 歳以降 84 歳ま
での各年齢別では全て 10％台を示した．





大腸 170 件，血液腫瘍 106 件，胃 82 件，乳房
73 件だった．上十三地域での登録数は 57 件で，
上位から血液腫瘍 18 件，大腸 5 件，胃 4 件だっ
た．岩手県の 2 次医療圏単位で部位別をみると，
久慈地域での登録数は52件で，上位から肺16件，
血液腫瘍 13 件，胃と大腸がそれぞれ 5 件だった．
二戸地域での登録数は 24 件で，上位から肺 7 件，





Ⅲ－ 1 － 3）2016 年の 5 部位について（表 3，






た．各部位ごとの UICC 　TNM 病期分類第 7
当院 2016 年 全国 2016 年
総数 男性 女性 総数 男性 女性
件数 件数 件数 件数 件数 件数
年齢階層 907 457 450 938,193 522,208 415,985 
0-4 1 0.1% 1 0.2% 0 0.0% 1,124 0.1% 619 0.1% 505 0.1%
5-9 1 0.1% 1 0.2% 0 0.0% 706 0.1% 407 0.1% 299 0.1%
10-14 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 800 0.1% 429 0.1% 371 0.1%
15-19 2 0.2% 1 0.2% 1 0.2% 1,357 0.1% 712 0.1% 645 0.2%
20-24 8 0.9% 3 0.7% 5 1.1% 2,501 0.3% 964 0.2% 1,537 0.4%
25-29 7 0.8% 0 0.0% 7 1.6% 5,507 0.6% 1,383 0.3% 4,124 1.0%
30-34 15 1.7% 0 0.0% 15 3.3% 10,874 1.2% 2,217 0.4% 8,657 2.1%
35-39 22 2.4% 5 1.1% 17 3.8% 17,214 1.8% 3,786 0.7% 13,428 3.2%
40-44 23 2.5% 7 1.5% 16 3.6% 29,398 3.1% 7,084 1.4% 22,314 5.4%
45-49 27 3.0% 3 0.7% 24 5.3% 38,518 4.1% 10,576 2.0% 27,942 6.7%
50-54 57 6.3% 19 4.2% 38 8.5% 44,267 4.7% 17,079 3.3% 27,188 6.5%
55-59 81 8.9% 34 7.5% 47 10.4% 59,226 6.3% 29,784 5.7% 29,442 7.1%
60-64 99 10.9% 50 10.9% 49 10.9% 91,643 9.8% 53,729 10.3% 37,914 9.1%
65-69 159 17.5% 95 20.8% 64 14.2% 158,924 16.9% 100,420 19.2% 58,504 14.1%
70-74 125 13.8% 78 17.1% 47 10.4% 148,409 15.8% 97,048 18.6% 51,361 12.3%
75-79 112 12.3% 64 14.0% 48 10.7% 139,015 14.8% 89,096 17.1% 49,919 12.0%
80-84 106 11.7% 61 13.3% 45 10.0% 108,951 11.6% 66,008 12.6% 42,943 10.3%
85-89 47 5.2% 29 6.3% 18 4.0% 57,689 6.1% 31,671 6.1% 26,018 6.3%
90- 15 1.7% 6 1.3% 9 2.0% 22,070 2.4% 9,196 1.8% 12,874 3.1%
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図２：年齢階層別割合（集計登録数） 図３：当院 2016 年の２次医療圏別件数（集計登録数）
版 14）の治療前ステージ（以下，治療前ステージ）
と，原発巣切除目的の手術が施行された症例に
ついて UICC 　TNM 病期分類第 7 版 14）の術後
病理学的ステージ（以下，術後病理学的ステージ）
の件数，割合を表に示した（表 4 － 1 ～ 5）．
【胃癌】（表 3，表 4 － 1）
　胃の癌腫数（表 3）は 90 件で，うち当院で
の初回治療施行数は 86 件（95.6％）だった．
86 件の治療前ステージ（表 4 － 1）は，Ⅰ期
47 件（54.6％），Ⅱ期 16 件（18.6%），Ⅲ期 4 件
（4.7%），Ⅳ期 18 件（20.9%），不明は 1 件（1.2％）
で，原発巣切除目的の手術が行われた症例は
49 件だった．術後病理学的ステージは，Ⅰ期






療法 5 件（10.6％），手術および内視鏡 1 件，
治療無しは 5 件（10.6％）だった．Ⅱ期 16 件
では手術のみ 8 件，手術または内視鏡および薬
物療法 7 件，治療無しは 1 件だった．Ⅲ期 4 件
では手術または内視鏡および薬物療法 2 件，薬
物療法 1 件，治療無しは 1 件だった．Ⅳ期 18
件では薬物療法 12 件，治療無しは 6 件だった．
不明 1 件は，治療無しであった．
【大腸癌】（表 3，表 4 － 2）
　大腸の癌腫数（表 3）は 178 件で，うち当院
での初回治療施行数は 173 件（97.2％）だった．
173 件の治療前ステージ（表 4 － 2）は，０期







































 胃      82
 大腸  170
 肝臓   19
 肺      69
 乳房   73
 血液  106
 他     243
上十三地域
57件
 胃      4
 大腸   5
 肝臓   3
 肺      3
 乳房   3
 血液  18
 他     21
久慈地域
52件
 胃      5
 大腸   5
 肝臓   0
 肺      16
 乳房   1
 血液 　13
 他      12
二戸地域
24件
 胃      3
 大腸   1
 肝臓   0
 肺      7
 乳房   1
 血液   6




 胃 　　　 1
 大腸      1




 血液    2




 肝臓    1
 肺　　　 1
 血液    1



































的ステージは，0 期 48 件（37.5％），Ⅰ期 27 件




は手術のみ 20 件，内視鏡のみ 3 件，内視鏡及
び手術 2 件，手術または内視鏡および薬物療法
8 件，治療無しは 7 件であった．Ⅱ期 29 件で
は手術のみ 15 件，手術または内視鏡および薬
物療法 10 件，治療無しは 4 件だった．Ⅲ期 23
件では手術のみ 9 件，手術または内視鏡および
薬物療法 11 件，薬物療法 1 件，放射線療法 1 件，
治療無しは 1 件だった．Ⅳ期 21 件では手術の
み 7 件，手術または内視鏡および薬物療法 7 件，
薬物療法 3 件，治療無しは 4 件だった．不明
50 件では内視鏡のみ 43 件，内視鏡及び手術 3
件，手術または内視鏡および薬物療法 2 件，治
療無しは 2 件であった．
【肝癌】（表 3，表 4 － 3）
　2016 年全国集計 7）では肝細胞癌と肝内胆管
癌別に集計されているが，当院の登録数が肝細
胞癌 15 件，肝内胆管癌 3 件のため従来通り肝
癌で合算し，うち肝内胆管癌は括弧（　）内に
示した．肝臓の癌腫数（表 3）は 23 件で，う
ち当院での初回治療施行数は 18 件だった．治
療前ステージ（表 4 － 3）は，Ⅰ期 7 件，Ⅱ期
2 件（肝内胆管癌 1 件），Ⅲ期 4 件，Ⅳ期 5 件（肝
内胆管癌 2 件），不明 0 件で，取扱い規約分類
ではⅠ期 1 件，Ⅱ期 7 件，Ⅲ期 4 件（肝内胆管




【肺癌】（表 3，表 4 － 4）
　肺の癌腫数（表 3）は 96 件，診断のみは 22
件（22.9％），当院での初回治療施行数は 69 件
（71.9％）でうち，他施設初回治療後，継続治






















胃 97 95 90 86 （95.6%） 49 0 1 
大　腸 185 182 178 173 （97.2%） 128 0 3 
肝　臓 23 23 23 18 （78.3%） 2 0 3 
肺 99 96 96 69 （71.9%） 0 5 22 
乳　房 79 78 77 62 （80.5%） 29 17 8 
合　計 483 474 464 408 （87.9%） 208 22 37 
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Ⅰ期 2 件（2.9%），Ⅱ期 4 件（5.8%），Ⅲ期 19




2 件では治療無し 2 件，Ⅱ期 4 件では薬物療法
３件，放射線と薬物療法の組み合せ 1 件だった．
Ⅲ期 19 件では，薬物療法のみ 12 件，放射線と
薬物療法の組み合せ 2 件，治療なしは 5 件だっ
た．Ⅳ期 40 件では薬物療法のみ 16 件，放射線
と薬物療法の組み合せ 9 件，放射線療法 6 件，
治療なしは 9 件であった．





無しとされている．乳房の癌腫数（表 3）は 77 件，
診断のみは 8 件（10.4％），当院での初回治療施
行数は 62 件（80.5％）でうち，他施設初回治療後，
継続治療が 17 件だった．62 件の治療前ステー
ジ（表 4 － 5）は，0 期 5 件（8.1%），Ⅰ期 29 件
（46.8％），Ⅱ期 20 件（32.2%），Ⅲ期 3 件（4.8%），
Ⅳ期 4 件（6.5%），不明 1 件（1.6%）で，原発巣
表 4-1　当院の胃癌ステージ別登録数とその割合
胃　　癌 総数 0 期 Ⅰ期 Ⅰ A Ⅰ B Ⅱ期 Ⅱ A Ⅱ B Ⅲ期 Ⅲ A Ⅲ B Ⅲ C Ⅳ期 術前治療後 不明 その他
UICC 治療前
ステージ別登録数
86 0 47 32 15 16 8 8 4 1 2 1 18 1 0
0.0% 54.6% 37.2% 17.4% 18.6% 9.3% 9.3% 4.7% 1.2% 2.3% 1.2% 20.9% 1.2% 0.0%
UICC 術後病理学的
ステージ別登録数
49 0 37 31 6 5 3 2 6 3 2 1 1 0 0 0
0.0% 75.6% 63.4% 12.2% 10.2% 6.1% 4.1% 12.2% 6.1% 4.1% 2.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0%
表 4-2　当院の大腸癌ステージ別登録数とその割合
大腸癌 総数 0 期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅱ A Ⅱ B Ⅱ C Ⅲ期 Ⅲ A Ⅲ B Ⅲ C Ⅳ期 Ⅳ A Ⅳ B 術前治療後 不明 その他
UICC 治療前
ステージ別登録数
173 10 40 29 24 4 1 23 0 17 6 21 16 5 50 0
5.8% 23.1% 16.8% 13.9% 2.3% 0.6% 13.3% 0.0% 9.8% 3.5% 12.1% 9.2% 2.9% 28.9% 0.0%
UICC 術後病理学的
ステージ別登録数
128 48 27 28 26 1 1 24 2 19 3 1 1 0 0 0 0
37.5% 21.0% 21.9% 20.3% 0.8% 0.8% 18.8% 1.6% 14.9% 2.3% 0.8% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
表 4-3　当院の肝癌ステージ別登録数
肝細胞癌 ( 肝内胆管癌 ) 総数 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅲ A Ⅲ B Ⅲ C Ⅳ期 Ⅳ A Ⅳ B 不明 その他
UICC 治療前
ステージ別登録数 18(3) 7 2(1) 4 4 0 0 5(2) 1 4(2) 0 0
肝細胞癌 ( 肝内胆管癌 ) 総数 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅳ A Ⅳ B 不明 その他
取扱い規約治療前
ステージ別登録数 18(3) 1 7 4(1) 6(2) 2 4(2) 0 0
肝細胞癌 ( 肝内胆管癌 ) 総数 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅲ A Ⅲ B Ⅲ C Ⅳ期 Ⅳ A Ⅳ B 術前治療後 不明 その他
UICC 術後病理学的
ステージ別登録数 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
表 4-4　当院の肺癌ステージ別登録数とその割合
肺　　癌 総数 0 期 Ⅰ期 Ⅰ A Ⅰ B Ⅱ期 Ⅱ A Ⅱ B Ⅲ期 Ⅲ A Ⅲ B Ⅳ期 術前治療後 不明 その他
UICC 治療前
ステージ別登録数
69 0 2 1 1 4 3 1 19 12 7 40 4 0
0.0% 2.9% 1.4% 1.4% 5.8% 4.3% 1.4% 27.5% 17.4% 10.1% 58.0% 5.8% 0.0%
表 4-5　当院の乳癌ステージ別登録数とその割合（術後ステージは 40 件以下にて割合参考値）
乳　　癌 総数 0 期 Ⅰ期 Ⅰ A Ⅰ B Ⅱ期 Ⅱ A Ⅱ B Ⅲ期 Ⅲ A Ⅲ B Ⅲ C Ⅳ期 術前治療後 不明 その他
UICC 治療前
ステージ別登録数
62 5 29 29 0 20 17 3 3 0 0 3 4 1 0
8.1% 46.8% 46.8% 0.0% 32.2% 27.4% 4.8% 4.8% 0.0% 0.0% 4.8% 6.5% 1.6% 0.0%
UICC 術後病理学的
ステージ別登録数
29 1 12 12 0 12 10 2 4 3 1 0 0 0 0 0
3.4% 41.4% 41.4% 0.0% 41.4% 34.5% 6.9% 13.8% 10.4% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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切除目的の手術が行われた症例は 29 件だった．
術後病理学的ステージは，0 期 1 件，Ⅰ期 12 件，






Ⅲ－ 2 － 1）生存率算出対象年の概要について（表 5）
　2009 年 診 断 症 例 単 年 で の 消 息 判 明 率 は












全体 92.3 983 100.0 89.5 1,533 100.0 501,569 100.0
年齢
 　0 ～ 14 歳 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 1,989 0.4
　 15 ～ 39 歳 78.3 23 2.3 77.8 36 2.3 17,777 3.5
 　40 歳代 93.9 49 5.0 94.8 77 5.0 30,918 6.2
 　50 歳代 95.3 150 15.3 94.3 227 14.8 75,485 15.0
 　60 歳代 95.6 270 27.5 93.4 425 27.7 140,436 28.0
 　70 歳代 90.9 340 34.6 88.7 514 33.5 159,063 31.7
 　80 歳以上 88.1 151 15.4 80.3 254 16.6 75,901 15.1
観血的治療
 有 93.4 530 53.9 89.5 780 50.9 302,264 60.3
　原発巣・治癒切除 92.7 440 44.8 89.0 646 42.1 259,205 51.7
　原発巣・非治癒切除 95.7 47 4.8 92.6 68 4.4 25,817 5.1
　原発巣・治癒 / 非治癒の別不詳 97.7 43 4.4 90.9 66 4.3 17,242 3.4
 無 90.9 453 46.1 89.5 753 49.1 199,305 39.7
部位
 　口腔咽頭 100.0 12 1.2 100.0 28 1.8 15,277 3.0
 　食道 88.9 9 0.9 94.7 19 1.2 16,755 3.3
 　胃 91.3 138 14.0 88.4 207 13.5 75,404 15.0
 　結腸 96.7 123 12.5 90.2 183 11.9 38,462 7.7
 　直腸 92.6 68 6.9 90.8 98 6.4 22,161 4.4
 　大腸　( 再掲 ) 95.3 191 19.4 90.4 281 18.3 60,623 12.1
 　肝臓 93.0 43 4.4 92.2 64 4.2 24,725 4.9
 　胆嚢胆管 96.4 28 2.9 94.6 37 2.4 10,593 2.1
 　膵臓 94.9 39 4.1 96.4 56 3.7 15,499 3.1
 　咽頭 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 4,935 1.0
 　肺 91.7 168 17.1 89.2 223 14.5 62,884 12.5
 　骨軟部 100.0 1 0.1 100.0 1 0.1 2,688 0.5
 　皮膚 85.7 7 0.7 73.3 15 1.0 11,814 2.4
 　乳房 95.8 72 7.3 94.5 110 7.2 44,617 8.9
 　子宮頚部 83.3 12 1.2 88.2 17 1.1 9,340 1.9
 　子宮体部 88.9 18 1.8 89.7 29 1.9 9,839 2.0
 　子宮 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 58 0.0
 　卵巣 94.4 18 1.8 96.2 26 1.7 6,857 1.4
 　前立腺 90.9 22 2.2 87.5 64 4.2 37,630 7.5
 　膀胱 94.7 19 2.0 80.0 25 1.6 10,244 2.0
 　腎尿路 81.8 22 2.2 80.0 35 2.3 13,847 2.8
 　脳神経 60.0 10 1.0 57.1 21 1.4 11,094 2.2
 　甲状腺 100.0 7 0.7 100.0 13 0.8 8,901 1.8
 　悪性リンパ腫 91.9 62 6.3 88.7 115 7.5 18,609 3.7
 　多発性骨髄腫 84.2 19 1.9 84.2 38 2.5 3,898 0.8
 　白血病 84.2 38 3.9 88.3 60 3.9 7,604 1.5
　その他の血液 100.0 15 1.5 85.2 27 1.8 4,534 0.9
　その他 100.0 13 1.4 95.5 22 1.4 13,300 2.7





象から除外されている．2009 ～ 2010 年診断症
例の合算データでは消息判明率 92.3％であった
め，2009 ～ 2010 年診断症例合算データ（以下，
合算データ）の生存率集計結果を以下に記載し








後・再発 62 件，区分⑤：剖検 0 件，区分⑥：
不明 1 件，区分⑧：その他が 14 件であった．
集計対象腫瘍（区分②，③の合計）は 1093 件
で全登録数に占める割合は 88.9％であった．
1093 件中，上皮内癌は 110 件で，生存率集計
対象となる上皮内癌を除外した生存率算出対象





138 件，消息判明率 91.3%，大腸 191 件，消息
判明率 95.3％，肝臓 43 件，消息判明率 93.0.％，
肺 168 件，消息判明率 91.7％，乳房 72 件，消
息判明率 95.8％，血液腫瘍 134 件，消息判明率







宮体部，腎尿路系が 80％台，脳神経 10 件につ
いては 60.0％となり，基準を満たすことができ















Ⅲ－ 2 － 2）各年代別 5 年実測生存率と相対生
存率（図 4 － 1 － 1，4 － 1 － 2）
　各年代別では 0 ～ 14 歳の年齢 0 件，15 ～ 39
歳 23 件（2.3％），消息判明率 78.3％，実測生
存率 72.0％・相対生存率 59.5％，40 歳代 49 件
（5.0 ％）， 消 息 判 明 率 93.9 ％， 実 測 生 存 率
70.7 ％・ 相 対 生 存 率 65.7 ％，50 歳 代 150 件
（15.3 ％）， 消 息 判 明 率 95.3 ％， 実 測 生 存 率
62.7 ％・ 相 対 生 存 率 58.5 ％，60 歳 代 270 件
（27.5 ％）， 消 息 判 明 率 95.6 ％， 実 測 生 存 率
55.3 ％・ 相 対 生 存 率 54.8 ％，70 歳 代 340 件
（34.6 ％）， 消 息 判 明 率 90.9 ％， 実 測 生 存 率
43.2％・相対生存率 46.6％，80 歳以上 151 件
（15.4 ％）， 消 息 判 明 率 88.1 ％， 実 測 生 存 率
30.9％・相対生存率 44.2％，全ての年代は 983 件，
消息判明率 92.3％，実測生存率 49.8％・相対生








切除が 440 件（全体の中で 44.8％），消息判明
率 92.7 ％， 実 測 生 存 率 79.0 ％・ 相 対 生 存 率
84.0％，原発巣非治癒切除が 47 件（全体の中





率 90.9 ％， 実 測 生 存 率 21.3 ％・ 相 対 生 存 率
20.5％となり，全ての項目で消息判明率は
90.0％以上の基準を満たした．
Ⅲ－ 2 － 4）肝臓を除く 5 部位の癌腫６版総合
ステージ 9）別（男性乳房は除外），および手術
の有無と根治度別 5 年実測生存率と相対生存率
（図 6 － 1 － 1，図 6 － 1 － 2 ～図 9 － 2 － 1，
図 9 － 2 － 2）
【胃癌】5 年実測生存率と相対生存率（図 6 － 1
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　胃癌総数 135 件全体の実測生存率 61.7％・相
対生存率 72.1％，ステージ別にみるとステージ
Ⅰ期 84 件，実測生存率 82.9％・相対生存率
98.3％，Ⅱ期 17 件，実測生存率 37.6％・相対
生存率 41.4％，Ⅲ期 9 件，実測生存率 33.3％・
相対生存率 38.8％，Ⅳ期 24 件，実測生存率
10.5％・相対生存率 11.4％，不明 1 件は 1 年以
内に死亡し，EGR では N/A 値を示し各図には
示さなかった．観血的治療の有無でみると有り
が 135 件中 116 件，実測生存率 70.8％・相対生
存率 82.0％，うち原発巣治癒切除が 102 件，実
測生存率 76.9％・相対生存率 89.6％，原発巣非
治癒切除が 11 件，実測生存率 10.0％・相対生
存率 10.5％，根治度不詳が 3 件，実測生存率
66.7％・相対生存率 73.3％，観血的治療無しで

















－ 1 － 1，図 7 － 1 － 2，図 7 － 2 － 1，図 7
－ 2 － 2）
　大腸癌総数 188 件全体の実測生存率 55.4％・
相対生存率 63.0％，ステージ別にみるとステー
ジⅠ期 44 件，実測生存率 78.8％・相対生存率
89.5％，Ⅱ期 49 件，実測生存率 83.7％・相対
生存率 96.4％，Ⅲ期 48 件，実測生存率 56.0％・
相対生存率63.1％，Ⅳ期45件，実測生存率4.4％・
相対生存率 4.8％，不明 2 件は 4 年以内に死亡
し EGR では N/A 値を示し各図には示さなかっ
た．観血的治療の有無でみると有りが 188 件中
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うち原発巣治癒切除が 139 件，実測生存率
72.9％・相対生存率 82.5％，原発巣非治癒切除
では 18 件全てが 3 年以内に死亡したため 1 年
ごとの生存曲線は図 7-2-1 を示し，実測生存率，
相対生存率とも 0.0％であった．根治度不詳は
5 件，実測生存率 40.0％・相対生存率 43.4％，
観血的治療無しでは 26 件中 25 件が 3 年以内に
死亡し，1 件が 4 年生存確認後，消息不明であっ
たため 1 年ごとの生存曲線は図 7-2-1 を示し，
実測生存率，相対生存率とも 0.0％であった．
【肺癌】5 年実測生存率と相対生存率（図 8 － 1
－ 1，図 8 － 1 － 2，図 8 － 2 － 1，図 8 － 2 － 2）
　肺癌総数 167 件全体の実測生存率 26.7％・相
対生存率 30.2％，ステージ別にみるとステージ













80.3％，Ⅱ期 5 件中 4 件が 4 年以内に死亡し，
1 件が消息不明であったため 1 年ごとの生存曲
線は図 8-1-1 を示し，実測生存率，相対生存率
とも 0.0％であった．Ⅲ期 56 件，実測生存率
12.6％・相対生存率 14.3％，Ⅳ期 55 件，実測
生存率 5.7％・相対生存率 6.9％，不明 5 件では
全てが 1 年以内に死亡し，実測生存率，相対生
存率とも 0.0％であった．観血的治療の有無で
み る と 有 り が 167 件 中 49 件， 実 測 生 存 率
69.7％・相対生存率 78.0％，うち原発巣治癒切
除が 48 件，実測生存率 69.0％・相対生存率
76.8％，原発巣非治癒切除が 0 件，根治度不詳
が 1 件で 5 年以上の生存確認するが，EGR で
は N/A 値を示し，各図には示さなかった．観
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【乳癌】5 年実測生存率と相対生存率（図 9 － 1
－ 1，図 9 － 1 － 2，図 9 － 2 － 1，図 9 － 2
－ 2）
　乳癌総数 70 件全体の実測生存率 85.6％・相
対生存率 87.9％，ステージ別にみるとステージ
Ⅰ期 22 件，実測生存率 100.0％・相対生存率
97.3％，Ⅱ期 31 件，実測生存率 93.5％・相対
生 存 率 103.6 ％， Ⅲ 期 10 件， 実 測 生 存 率
80.0％・相対生存率 82.9％，Ⅳ期 7 件，実測生
存率 14.3％・相対生存率 9.7％であった．観血
的治療の有無でみると有りが 70 件中 62 件，実
測生存率 95.1％・相対生存率 95.2％，うち原発
巣治癒切除が 54 件，実測生存率 96.2％・相対
生存率 95.8％，原発巣非治癒切除 0 件，根治度
不詳が 8 件，実測生存率 87.5％・相対生存率











方向されていたが 2016 年全国集計 7）から，拠
点病院と推薦病院，小児がん拠点病院の結果を
合算した数値である．当院の集計登録数は 2015











乳房は 67 件（7.4％）6）から 78 件（8.6％）と
前年比 1：1.16 増で，悪性リンパ腫 73 件 6）が









子宮体部 12 件（1.3％）6）から 2016 年は卵巣（卵
巣境界悪性は除く）19 件（2.1％），子宮体部
18 件（2.0％）となり，前記の子宮頚部と合わ
せると 2015 年全体では 4.3％ 6）であったものが，
8.9％まで増加し，2016 年の診療体制の状況を
順位が示しているものと考える．　　
　年齢別件数をみると 55 歳から 59 歳の年齢は
当院全体で 8.9％，うち男性 7.5％，女性 10.4％で
あったが，2016 年全国集計 7）では全体で 6.3％ 7），
うち男性 5.7％ 7），女性 7.1％ 7）と 2016 年全国集
計 7）との割合の差が 3.3 ポイントであった．　女
性の 55 歳から 59 歳 47 件の内訳をみると大腸
12 件，血液腫瘍と乳房がそれぞれに 8 件，婦
人科領域が 6 件，その他の部位が 13 件となり，
婦人科領域と乳房の登録数の増加が影響してい
るものと考える．







ステージ別割合は，Ⅰ期 62.5％ 7），Ⅱ期 11.0％ 7），
Ⅲ期 7.5％ 7），Ⅳ期 14.3％ 7），不明 4.6％ 7）だった．
術後病理学的ステージ別登録数の割合は，Ⅰ期
77.2%7），Ⅱ期 9.9%7），Ⅲ期 9.5%7），Ⅳ期 1.3%7），
山本早智子，他56




















病院：64 件 7），内視鏡のみ 28 件（43.8％）7），
青森労災病院：17 件 7），内視鏡のみは 4 ～ 6
件（件数非表記）であった．八戸市民病院につ
いては 2015 年は，Ⅰ期 46 件 6），内視鏡のみ
20 件（43.5％）6）であったものが，Ⅰ期の件数，
内視鏡のみの件数ともに増加していた．当院を
みると 2015 年Ⅰ期 59 件 6），内視鏡のみ 31 件
（52.5％）6）であったものが，2016 年にはⅠ期








15.2％ 7），Ⅰ期 20.3％ 7），Ⅱ期 15.2％ 7），Ⅲ期
18.3％ 7），Ⅳ期 13.1％ 7），不明 17.8％ 7）だった．
術後病理学的ステージ別登録数の割合は，0 期
32.6%7），Ⅰ期 21.7%7），Ⅱ期 20.6%7），Ⅲ期 19.2%7），






明 50 件中 37 件あり，その結果術前ステージ不
明，術後病理学的ステージ 0 期の割合が多かっ
た．2016 年全国集計 7）での治療前ステージ別
治療方法をみると，0 期は内視鏡のみ 89.0％ 7），
Ⅰ期は手術のみ 61.8％ 7），手術または内視鏡お
よび薬物療法 11.3％ 7），Ⅱ期は手術のみ 64.9％ 7），
手術または内視鏡および薬物療法 26.2％ 7），Ⅲ
期は手術のみ 49.0％ 7），手術または内視鏡と薬




視 鏡 お よ び 薬 物 療 法 は， Ⅰ 期 40 件 中 8 件
（20.0％），Ⅱ期 29 件中 10 件（34.5％），Ⅲ期 23














でみると，0 期 0.1%7），Ⅰ期 40.7%7），Ⅱ期 7.8%7），
Ⅲ期 15.0%7），Ⅳ期 32.7%7），不明 3.8％ 7）であっ
た．当院では前回の報告 6）と同様に，ステー
ジⅠ期 2 件については 80 歳以上で経過観察が
選択され，ステージⅡ期 4 件については，併存






9.3％ 7），治療無しが 29.6％ 7）であった．当院







割合と当院割合を順にをみると，0 期 14.9％ 7）・
8.1%，Ⅰ期 41.6％ 7）・46.8％，Ⅱ期 30.2％ 7）・
32.2%，Ⅲ期 6.8％ 7）・4.8%，Ⅳ期 4.8％ 7）・6.5%，















Ⅳ－ 2 － 1）概要について
　生存率集計 8）では，データ提出依頼し提供
を受けた全 315 施設の中で 2008 ～ 2009 年合算


























みると，当院年代構成の 15 ～ 39 歳 3.5％ 8），5
年実測生存率 81.8％ 8）・相対生存率 82.1％ 8），
40 歳代 6.2％ 8），5 年実測生存率 78.9％ 8）・相対
生存率 79.6％ 8），50 歳代 15.0％ 8），5 年実測生
存率 69.2％ 8）・相対生存率 70.8％ 8），60 歳代
28.0％ 8），5 年実測生存率 63.2％ 8）・相対生存率
66.8 ％ 8），70 歳 代 31.7 ％ 8），5 年 実 測 生 存 率
53.5％ 8）・相対生存率 62.5％ 8），80 歳以上が
15.1％ 8），5 年実測生存率 34.9％ 8）・相対生存率
54.7％ 8）であった．当院の消息判明率の低い








60.3％ 8），5 年実測生存率 74.9％ 8）・相対生存率
83.2％ 8），合算データ 530 件（53.9％），5 年実
測生存率 73.2％・相対生存率 77.0％，うち原発
巣治癒切除は 51.7％ 8），5 年実測生存率 78.5％ 8）・
相対生存率87.3％ 8），合算データ440件（44.8％），
5 年実測生存率 79.0％・相対生存率 84.0％，非
治癒切除が 5.1％ 8），5 年実測生存率 42.7％ 8）・
相対生存率 47.3％ 8），合算データ 47 件（4.8％），
5 年実測生存率 19.3％・相対生存率 13.8％，根
治度不詳が 3.4％ 8），5 年実測生存率 68.2％ 8）・
相対生存率 75.4％ 8），合算データ 43 件（4.4％），
5 年実測生存率 72.1％・相対生存率 75.6％，手
術無しは 39.7％ 8），5 年実測生存率 33.3％ 8）・
相対生存率38.7％ 8），合算データ453件（46.1％），




















生 存 率 94.9 ％ 8），98.3 ％， Ⅱ 期 実 測 生 存 率
59.3％ 8），37.6％・相対生存率 68.2％ 8），41.4％，
Ⅲ期実測生存率 38.3％ 8），33.3％・相対生存率





ント，胃全体でも 1.0 ポイント生存率集計 8）よ
り高かった．観血的治療の有無でみると有りの





















生 存 率 95.5 ％ 8），89.5 ％， Ⅱ 期 実 測 生 存 率
75.8％ 8），83.7％・相対生存率 88.4％ 8），96.4％，
Ⅲ期実測生存率 67.6％ 8），56.0％・相対生存率
76.7％ 8），63.1％，Ⅳ期実測生存率 16.7％ 8），4.4％・
相対生存率 18.5％ 8），4.8％，大腸全体では実測
生存率 63.9％ 8），55.4％・相対生存率 72.9％ 8），
63.0％であった．相対生存率でみると，Ⅱ期で
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Ⅰ期からⅣ期の各割合で 25％前後にばらつい
ていた．観血的治療の有無でみると有りの割合





29.2 ％ 8），0.0 ％， 根 治 度 不 詳 の 実 測 生 存 率
59.6％ 8），40.0％・相対生存率 68.4％ 8），43.4％，
観血的治療無しでは，実測生存率 9.7％ 8），0.0％・
相対生存率 11.3％ 8），0.0％であった．観血的治


















生 存 率 81.3 ％ 8），80.3 ％， Ⅱ 期 実 測 生 存 率
41.9％ 8），0.0％・相対生存率 47.9％ 8），0.0％，
Ⅲ期実測生存率 19.3％ 8），12.6％・相対生存率
21.7％ 8），14.3％，Ⅳ期実測生存率 4.4％ 8），5.7％・
相対生存率 4.8％ 8），6.9％，肺癌全体では実測
生存率 35.2％ 8），26.7％・相対生存率 40.0％ 8），
30.2％であった．相対生存率でみるとⅣ期は当
院が 2.1 ポイント高かったがⅠ期は 1.0 ポイン
ト低く，他のステージでは当院のステージⅡ期
と不明それぞれ 5 件ともが 0.0％であったため
肺癌全体の数値も低値を示した．観血的治療の
有無でみると有りの割合 41.9％ 8），29.3％，実
測生存率 69.6％ 8），69.7％・相対生存率 77.9％ 8），
78.0％，うち原発巣治癒切除の実測生存率
71.7％ 8），69.0％・相対生存率 80.1％ 8），76.8％，
観血的治療無しでは，実測生存率 9.5％ 8），7.5％・
相対生存率 11.2％ 8），8.6％であった．観血的治













生 存 率 100.0 ％ 8），97.3 ％， Ⅱ 期 実 測 生 存 率
91.6 ％ 8），93.5 ％・ 相 対 生 存 率 95.7 ％ 8），
103.6％，Ⅲ期実測生存率 76.6％ 8），80.0％・相
対生存率 80.6％ 8），82.9％，Ⅳ期実測生存率






治 療 の 有 無 で み る と 有 り の 割 合 90.5 ％ 8），
88.6％，実測生存率 92.4％ 8），95.1％・相対生
存率 96.4％ 8），95.2％，うち原発巣治癒切除の
実 測 生 存 率 93.0 ％ 8），96.2 ％・ 相 対 生 存 率
97.0％ 8），95.8％，根治度不詳の実測生存率







は 1.2 ポイントであった．当院の手術無し 8 件






















年症例から 2012 年症例まで 4 年分の合算デー
タで胃 290 件，大腸 385 件，肺 287 件となり，
肝臓と乳房については，2009 年症例から 2015
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